
令和６年度 しあわせ信州地域おこし協力隊サミット・マルシェ 
 

 

１．趣旨 

県内の地域おこし協力隊、OBOG、市町村担当職員が一堂に会する機会を創出し、地域を超えた交

流に加え、講義やワーク、協力隊によるマルシェ等を開催。市町村の受入体制充実に向けた相談会や

協力隊員の活動前進、卒隊後の定住に繋がる研修、分科会を実施。 

２．日時・方法 

【協力隊サミット】 令和７年１月 15 日（水）13：00～16：10／ 懇親会 17：30～19：00 

【協力隊マルシェ】 令和７年１月 15 日（水）11：30～13：30 

【協力隊研修会】  令和７年１月 16 日（木）9：00～12：00   

３．対象及び参加者数 

地域おこし協力隊員：53 名（内 OBOG：３名） ／ 市町村職員：20 名 

４．内容 

協力隊サミット ＜１/15（水）＞ 

時 間        内   容 ・ 開 催 場 所 

13：00～13：20 開会式・阿部知事挨拶・記念撮影 【長野県庁講堂】 

13：30～14：10 

キーノートセッション（40 分）【講堂】 

「現在の協力隊事情／協力隊の地域の入り方・活動のコツ／受入体制」 

 西塔大海氏（総務省ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）／ 杉山豊氏（総務省ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

副島優輔氏（協力隊ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）／司会：西村耕平氏（協力隊制度推進員） 

14：30～15：40 

分科会形式 -３ブース-  

 Ａ：隊員向け：「長野県の地域おこし協力隊あるある」【議会棟 401 号】 

講師：副島優輔氏（協力隊ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

Ｂ：隊員向け：「導入／地域と出会い直す篇」【議会棟 402 号】 

講師：熊谷洋氏（㈱フォークロア代表） 

Ｃ：職員向け：「市町村受入体制・職員のお悩み相談会」 

講師：西塔氏・杉山氏・西村氏【講堂】 

常設ブース：日本政策金融公庫「事業計画作成や創業・融資事例の紹介」 

15：50～16：10 全体閉会式 【講堂】 

17：30～19：00 
交流・懇親会 

【 R-DEPOT：長野市大字南長野西後町 610 番地 12】 



協力隊マルシェ ＜１/15（水）＞ 

時 間        内   容 ・ 開 催 場 所 

11：30～13：30 地域おこし協力隊、OB・OG によるマルシェ【本館１階受付前玄関ロビー】 

出店者情報 

長野市：SAKURA マルシェ（りんご、えごま等農産物・加工品、古着他） 

中野市：cocon（グルテンフリー焼菓子、マフィン、クッキー） 

立科町：アルデリンゴ（りんごジュース） 

長和町：おでかけマルシェ長和町（さつまいも） 

宮田村：Motta 伊那谷研究室（万葉薫藤袴、香水、ルームスプレー他） 

天龍村：（お弁当、唐辛子、緑茶、紅茶、手ぬぐい、ゆず加工品他） 

高山村：小豆舎（北信濃自然モチーフ雑貨、りんごジャム） 

  

協力隊向け定着支援研修会 ＜１/16（木）＞ 

時 間        内   容 ・ 開 催 場 所 

9：00～12：00 

地域おこし協力隊向け 定着支援研修会【長野県庁西庁舎 111 号会議室】 

テーマ「生き方が生業になるまで：実践／地域に“場”をひらく篇」 

地域での生業づくりを目指す方。特に空き家や古民家を再生して、ゲスト

ハウスやショップなどの地域に開かれた拠点を開業したい方におすすめ。 

講師：熊谷洋氏（㈱フォークロア代表）南木曽町 OB 

   上野琉花氏（合同会社ナワメ社 代表社員）長和町協力隊員 

   依田雛氏（合同会社ナワメ社 業務執行社員/宅地建物取引士）〃 

 

＜当日の様子＞ 

   短編紹介動画（マルシェ・開催式の様子） https://youtu.be/bhkleiuEg58 

  

https://youtu.be/bhkleiuEg58


 

５．参加者からの感想・意見 （参加者アンケート結果より） 

〇講師陣や他自治体担当者、協力隊と交流することができ、疑問が払拭できたり、業務に活か

せる取り組みを学ぶことができた。 

〇県内の地域おこし協力隊に関わる様々な方との交流は、着任地域での活動の手助け、後押

しとなる。 

〇自治体ごとに様々な悩みがあり、募集する行政にも応募する隊員にも課題がたくさんあると

感じました。つい成功している自治体の活動に影響されがちですが、自分の着任した地域に

向き合い、そこで自分がどう働いたり暮らしたりできるかをしっかりと考えて、向き合っていく

必要があると思い直しました。 

〇他県の協力隊の様子も踏まえ、長野県の協力隊のタイプを知れたことが参考になりました。

行政と隊員が歩み寄り、お互いを尊重してバランスをとりながら働かなければ協力隊制度を

有効活用できないと認識しました。また、それが実現できている自治体がレアケースであると

知りました。 

〇各地域の特産物が味わえて＆楽しめて＆知ることができて良かった。サミットや研修とのコラ

ボは、研修参加職員として寄りやすく買いやすいが、もっとたくさんの市町村の協力隊が出店

できるような機会やイベントがあると楽しいと思う。 

〇本当にやりたいことが何なのか、セミナー終了後に気がつくことができました。  

 

＜チラシ＞ 
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